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さいとき私は動物が苦手だった。とりわけ「犬」は苦手中の苦手だった。学校の帰り道に野良犬に付きまとわれたりすると、大声を上げてわんわん泣きながら、家路を急いだことも２度や３度ではない。なぜ犬が嫌いだったのかを、記憶の糸をたぐり寄せて思い出してみると、あれは幼稚園ぐらいのことだっただろうか…。近所に大きな犬を飼っている家があって、その家の前を母と一緒に歩いていたときのことだった。何気なく犬の鼻先に手を差し出したと同時に、その犬に思いきり「ガブリッ」と咬まれてしまった。当然、激しい勢いで当時の私はわんわん泣いた。自分の中で一番古い記憶は、このときの手の痛みなので、トラウマといっていいぐらいの大きな出来事なのは間違いない。
そんな私が、今、「動物のお医者さん」として、生まれ故郷の街で病院を開いているのだから、人生というのはまったくわからないものだ。
